
真
応
寺
の
ル
ー
ツ
は
、
北
陸
の
越
前
国
（
福
井
県
）
に
あ
り
ま
す
。

一
五
七
五
年
、
越
前
国
丹
生
郡
の
天
台
宗
真
入
院
は
朝
倉
攻
め
の
織
田
信
長
の
軍
勢

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
一
五
九
一
年
村
の
人
々
の
願
い
に
よ
っ
て
本
願
寺
に
帰

依
改
宗
し
、
浄
土
真
宗
の
道
場
と
し
て
再
建
さ
れ
、
一
六
八
四
年
真
光
寺
と
号
し
、
浄
喜

師
が
開
基
住
職
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
百
有
余
年
、
時
に
は
寺
運
の
隆
替
は
あ
り

ま
し
た
が
、法
灯
連
綿
と
し
て
絶
え
る
こ
と
な
く
、聞
真
実
功
徳
の
法
を
深
信
す
る
お
念

仏
の
道
場
と
し
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
明
治
大
正
期
に
華
厳
経
学
を
研
究
し
勧
学
職

を
授
け
ら
れ
た
熱
田
霊
知
師
は
、真
光
寺
第
一
六
代
住
職
で
あ
り
、真
応
寺
住
職
熱
田
英

明
の
祖
父
に
当
た
り
ま
す
。

真
光
寺
一
七
代
住
職
の
四
男
で
あ
る
熱
田
英
明
は
、昭
和
五
十
五
年
四
月
、福
井
か
ら

上
京
し
た
首
都
圏
在
住
の
門
信
徒
の
た
め
に
、
現
在
地
に
お
い
て
「
真
光
寺
分
院
」
を
創

建
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
四
年
九
月
に
は
本
山
よ
り
非
法
人
教
会
「
真
応
教
会
」
の

寺
号
公
称
を
許
可
さ
れ
、さ
ら
に
、平
成
七
年
三
月
、埼
玉
県
知
事
よ
り「
規
則
認
証
書
」

を
受
け
て
宗
教
法
人
登
記
が
完
了
し
、
本
山
よ
り
宗
教
法
人
「
真
応
寺
」
の
寺
号
公
称
を

許
可
さ
れ
ま
し
た
。平
成
十
六
年
五
月
五
日
に
は
、組
内
ご
寺
院
の
皆
様
の
温
か
い
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
、
念
願
の
新
本
堂
の
落
慶
法
要
を
勤
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

真
応
寺
で
は
、
年
間
の
主
な
行
事
と
し
て
、
元
旦
会
（
一
月
一
日
）、
春
季
彼
岸
会
（
三

月
）、
花
ま
つ
り
（
四
月
）、
永
代
経
法
要
（
六
月
）、
歓
喜
会
（
八
月
十
五
日
）、
秋
季
彼

岸
会
（
九
月
）、
報
恩
講
法
要
（
十
一
月
二
十
三
日
）
が
勤
修
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、毎
月
九
日
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
の
法
話
会
に
は
、た
く
さ
ん
の
御
門
徒
の

皆
様
が
ご
聴
聞
に
参
拝
さ
れ
ま
す
。お
法
を
頂
い
た
後
の
お
茶
会
で
は
、本
堂
が
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

毎
年
五
月
に
は
、親
鸞
聖
人
の
御
旧
跡
を
訪
ね
る
参
拝
旅
行
が
行
わ
れ
、見
学
地
周
辺

の
味
覚
や
温
泉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
の
穏
や
か
な

季
節
に
不
定
期
に
開
催
さ
れ
る
「
真
遊
会
（
お
散
歩
の
会
）」
で
は
、
川
越
や
岩
槻
な
ど

の
歴
史
あ
る
町
並
み
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
た
り
、時
に
は
、浅
草
で
お
い
し
い
天
ぷ
ら
を

食
べ
る
な
ど
、参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、毎
週
月
曜
日
に
は
地
元
の
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
本
堂
で
練
習
し
、豊

か
な
歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。毎
週
火
曜
日
の
健
康
教
室
も
人
気
の
行
事
で
す
。さ
ら

に
、
年
末
の
お
餅
つ
き
に
は
、
大
勢
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、
元
気
な
か
け
声
が
境
内
に
あ

ふ
れ
ま
す
。

真
応
寺
で
は
、
法
要
や
法
話
会
の
最
後
に
、
仏
教
讃
歌
や
心
の
温
ま
る
歌
を
、
皆
さ
ん

で
歌
う
こ
と
が
恒
例
と
な

っ
て
い
ま
す
。
住
職
の
歌

声
に
合
わ
せ
、
参
拝
の
皆

様
の
元
気
な
歌
声
が
本
堂

い
っ
ぱ
い
に
響
き
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
法
要
を
勤
修

し
た
り
、
行
事
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
プ
ロ

の
マ
リ
ン
バ
奏
者
に
よ
る

演
奏
や
音
楽
大
学
生
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
計

画
さ
れ
る
な
ど
、
お
念
仏

と
音
楽
の
あ
ふ
れ
る
寺
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

音楽のあふれるお寺です（はなまつりアトラクション）
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